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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第81期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第82期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第81期

会計期間

自  平成21年
    ６月21日
至  平成21年
    ９月20日

自  平成22年
    ６月21日
至  平成22年
    ９月20日

自  平成21年
    ６月21日
至  平成22年
    ６月20日

売上高 (千円) 303,485 926,2173,652,366

経常損失(△) (千円) △163,517△67,764△305,999

四半期
(当期)純損失(△)

(千円) △258,320△153,151△57,052

純資産額 (千円) 3,905,3933,843,7143,985,272

総資産額 (千円) 7,618,1757,409,0687,217,475

１株当たり純資産額 (円) 581.09 579.85 601.21

１株当たり四半期
(当期)純損失(△)

(円) △38.44 △23.10 △8.56

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 51.3 51.9 55.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △59,738 △51,186△562,842

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 44,186 20,392 314,331

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △121,182 162,124△676,429

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,651,546969,127 846,348

従業員数 (名) 148 147 146

(注)  １　 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ２   潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年９月20日現在

従業員数(名)
147

〔14〕

(注) １  従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２  従業員数欄の〔 〕外書表示は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員(１日８時間換算)で

あります。

３  臨時従業員には、パートタイマー及び臨時契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年９月20日現在

従業員数(名)
130

〔11〕

(注) １  従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２  従業員数欄の〔 〕外書表示は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員(１日８時間換算)であり

ます。

３  臨時従業員には、パートタイマー及び臨時契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは、「第５ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項(セグメント情報等)」に記載の
とおり、工作機械の製造・販売業の単一セグメントでありますので、生産、受注及び販売の状況につきま
しては品目別に記載しております。　

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品　目 生産高(千円) 前年同期比(％)

金型関連研削盤 540,838 362.3

切削工具関連研削盤 204,784 651.6

その他の機械 6,180 18.1

アフターサービス 132,771 128.8

合　計 884,575 278.3

(注) １  金額は、販売価格によっております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品　目 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

金型関連研削盤 659,558 298.4 905,703 278.2

切削工具関連研削盤 1,139,875 245.7 1,375,375 296.2

その他の機械 25,200 28.4 62,700 111.6

アフターサービス 132,771 128.8 ― ―

合　計 1,957,405 223.3 2,343,778 277.0

(注) １  金額は、販売価格によっております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品　目 販売高(千円) 前年同期比(％)

金型関連研削盤 561,645 419.7

切削工具関連研削盤 221,800 734.4

その他の機械 10,000 27.5

アフターサービス 132,771 128.8

合　計 926,217 305.2

(注) １  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
２  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

植田機械株式会社 36,608 12.1 ― ―

宮脇機械プラント株式会社 35,800 11.8 ― ―

三井物産マシンテック株式会社 31,915 10.6 ― ―

コマツ工機株式会社 31,204 10.3 ― ―

ＲＣＳ技研株式会社 ― ― 129,853 14.0

３  当第１四半期連結会計期間の植田機械株式会社、宮脇機械プラント株式会社、三井物産マシンテック株式
会社、コマツ工機株式会社及び前第１四半期連結会計期間のＲＣＳ技研株式会社については、当該割合が
100分の10未満のため記載を省略しております。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。
　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当第１四半期連結会計期間における財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析は次のと

おりであります。なお、文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社

及び連結子会社)が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、国内の景気刺激策等により継続的な持ち直しや自

律的回復の動きがみられるものの、為替問題や欧米経済の減速が懸念され依然として厳しい状況で推移

いたしました。

工作機械業界におきましても、内需では受注水準が2010年5月からほほ横ばいと停滞気味に推移してお

りますが、外需では中国を中心としたアジア地域において電子機器関連産業や自動車産業が高水準に推

移し、アジア地域がけん引役として回復傾向が続いております。工作機械業界全体の月次受注総額は2010

年4月から５ヵ月連続で800億円台を示し、2010年8月では859億円を記録し、堅調な回復傾向が続いており

ます。

このような状況の下、当社グループは、成長戦略として海外市場展開を具体化し、アジア地域を中心に

積極的な営業活動を行いました。また、当社グループのコア技術を活かした特定ユーザーとのコラボレー

ションを継続的に行い、新事業の創造に努めてまいりました。さらに、売価の改善、変動費比率及び固定的

経費の圧縮並びに生産革新運動の推進等を継続的に行うことにより、業績向上に努めてまいりました。

この結果、当社グループは、当第１四半期連結会計期間において、売上高は926百万円(前年同期比

205.2％増)となりましたが、本格的な回復に至らず、営業損失は62百万円(前年同期は178百万円の営業損

失)、経常損失は67百万円(前年同期は163百万円の経常損失)となり、四半期純損失は投資有価証券評価損

100百万円等から153百万円(前年同期は258百万円の四半期純損失)となりました。
　

当社グループは、「第５ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項(セグメント情報等)」に記載

のとおり、工作機械の製造・販売業の単一セグメントでありますので、財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況の分析は品目別に記載しております。品目別の業績を示すと、次のとおりでありま

す。　

①　金型関連研削盤

  国内市場において、継続的な回復基調のもと緩やかに増加し、海外市場においては、中国・アジア地

域を中心に前年同期を大きく上回り堅調に推移いたしました。この結果、売上高は561百万円(前年同

期比319.7％増)となりました。

②　切削工具関連研削盤

  国内市場を中心に継続的な自動車関連製造業におけるスポット需要等から前年同期を大きく上回

り堅調に推移いたしました。この結果、売上高は221百万円(前年同期比634.4％増)となりました。

③　その他の機械

　主として半導体部材メーカーの継続的な需要が得られず、売上高は10百万円(前年同期比72.5％減)

となりました。

④　アフターサービス

　アフターサービス(有償修理)及びメンテナンス部品については、継続的な回復基調を受けて、売上高

は132百万円(前年同期比28.8％増)となりました。

当社グループは、工作機械の製造・販売業の単一セグメントであり、また、全セグメントの売上高の合

計に占める「日本」の割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類別または所在地別セグメント

情報は記載しておりません。
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(2) 財政状態の分析

①　資産

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ191百万円増加し、7,409百万円とな

りました。これは、主として現金及び預金が123百万円、原材料及び貯蔵品が270百万円増加し、受取手形及

び売掛金が176百万円減少したことなどによります。

②　負債

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ333百万円増加し、3,565百万円となり

ました。これは、主として短期借入金が310百万円増加し、長期借入金が101百万円減少したことなどによ

ります。

③　純資産

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ141百万円減少し、3,843百万円

となりました。これは、主として利益剰余金が199百万円減少したことなどによります。
　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年

度末に比べ122百万円増加し、969百万円となりました。当第１四半期連結会計期間に係る区分ごとの

キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金の減少は、51百万円(前年同四半期は59百万円の減少)となりました。増加の主な内

訳は、投資有価証券評価損100百万円及び売上債権の減少181百万円等であり、減少の主な内訳は、税金等

調整前四半期純損失151百万円及びたな卸資産の増加226百万円等であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の増加は、20百万円(前年同四半期は44百万円の増加)となりました。これは主とし

て、有形固定資産の売却による収入23百万円等であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の増加は、162百万円(前年同四半期は121百万円の減少)となりました。これは主と

して、短期借入れによる収入400百万円及び長期借入金の返済による支出101百万円等であります。
　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。
　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は50百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　
② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年10月29日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,028,000 7,028,000
大阪証券取引所ＪＡ
ＳＤＡＱ(スタンダー
ド)

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式
単元株式数は100株であります。

計 7,028,000 7,028,000 ― ―

　 ※ 平成22年10月12日付けの大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場、同取引所ヘラクレス市場及び同取引所ＮＥＯ市場の

各市場の統合に伴い、当社は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)へ上場しております。

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年６月21日～ 
平成22年９月20日

― 7,028,000 ― 843,300 ― 881,244

　
(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　
(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年６月20日)に基づく株主名簿による記載

をしております。
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① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年６月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式

399,200

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

6,628,200
66,282

株主としての権利内容に制限のな 
い、標準となる株式

単元未満株式
普通株式

600
― 同上

発行済株式総数 7,028,000― ―

総株主の議決権 ― 66,282 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が42株含まれております。

　
② 【自己株式等】

　 　 平成22年６月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社和井田製作所
岐阜県高山市片野町2121 399,200― 399,200 5.68

計 ― 399,200― 399,200 5.68

　
２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
７月 ８月 ９月

最高(円) 418 390 392

最低(円) 352 338 343

(注)  １ 最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)におけるものであります。平成22年10月12日

付けの大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場、同取引所ヘラクレス市場及び同取引所ＮＥＯ市場の各市場の統合

に伴い、当社は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)へ上場しております。

 ２ 当該３月間における月別最高・最低株価は、毎月１日より月末までのものであります。

　
３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役

(管理本部長兼経理部長兼法務室長)

取締役

(管理本部長兼経理部長)
名和　芳治 平成22年９月21日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間(平成21年６月21日から平成21年９月20日まで)及び前第１四半期連結

累計期間(平成21年６月21日から平成21年９月20日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第１四半期連結会計期間(平成22年６月21日から平成22年９月20日まで)及び当第１四半期連結累計期間

(平成22年６月21日から平成22年９月20日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成21年６月21

日から平成21年９月20日まで)及び前第１四半期連結累計期間(平成21年６月21日から平成21年９月20日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成22年６月21日から平成22年９月20日

まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成22年６月21日から平成22年９月20日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、監査法人日本橋事務所により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年９月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,410,127 1,287,048

受取手形及び売掛金 ※３
 1,631,122

※３
 1,807,748

商品及び製品 40,238 70,060

仕掛品 912,486 926,231

原材料及び貯蔵品 721,107 450,904

その他 139,613 79,982

貸倒引当金 △730 △685

流動資産合計 4,853,966 4,621,290

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 936,275 956,152

機械装置及び運搬具（純額） 240,634 257,856

土地 890,892 898,464

その他（純額） 40,831 42,437

有形固定資産合計 ※１
 2,108,633

※１
 2,154,911

無形固定資産 6,246 6,989

投資その他の資産

投資有価証券 276,585 308,219

その他 166,786 129,268

貸倒引当金 △3,149 △3,203

投資その他の資産合計 440,222 434,284

固定資産合計 2,555,102 2,596,185

資産合計 7,409,068 7,217,475

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 433,662

※３
 334,691

短期借入金 710,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 425,142 425,142

未払法人税等 3,662 10,087

その他 263,694 241,249

流動負債合計 1,836,161 1,411,171

固定負債

社債 600,000 600,000

長期借入金 913,380 1,014,582

退職給付引当金 71,270 61,635

長期未払金 139,740 139,740

その他 4,802 5,074

固定負債合計 1,729,192 1,821,031

負債合計 3,565,354 3,232,203
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年９月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 843,300 843,300

資本剰余金 881,244 881,244

利益剰余金 2,513,733 2,713,286

自己株式 △310,636 △310,636

株主資本合計 3,927,641 4,127,194

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,350 △65,063

為替換算調整勘定 △87,277 △76,857

評価・換算差額等合計 △83,927 △141,921

純資産合計 3,843,714 3,985,272

負債純資産合計 7,409,068 7,217,475
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　(2)【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年６月21日
 至 平成21年９月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年６月21日
 至 平成22年９月20日)

売上高 303,485 926,217

売上原価 190,330 606,570

売上総利益 113,154 319,646

販売費及び一般管理費 ※１
 291,395

※１
 382,197

営業損失（△） △178,241 △62,550

営業外収益

受取利息 338 218

受取配当金 3,815 4,301

受取賃貸料 1,373 668

助成金収入 13,339 2,235

受取保険金 10,413 －

その他 1,566 2,204

営業外収益合計 30,846 9,628

営業外費用

支払利息 14,554 13,230

為替差損 1,323 1,367

その他 244 244

営業外費用合計 16,122 14,842

経常損失（△） △163,517 △67,764

特別利益

固定資産売却益 － 16,007

貸倒引当金戻入額 101 9

特別利益合計 101 16,016

特別損失

投資有価証券評価損 93,407 100,048

その他 － 24

特別損失合計 93,407 100,073

税金等調整前四半期純損失（△） △256,824 △151,821

法人税、住民税及び事業税 1,497 1,330

法人税等調整額 △1 －

法人税等合計 1,496 1,330

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △153,151

四半期純損失（△） △258,320 △153,151

EDINET提出書類

株式会社和井田製作所(E01511)

四半期報告書

13/23



　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年６月21日
 至 平成21年９月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年６月21日
 至 平成22年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △256,824 △151,821

減価償却費 49,518 42,266

退職給付引当金の増減額（△は減少） 526 9,634

貸倒引当金の増減額（△は減少） △101 △9

受取利息及び受取配当金 △4,153 △4,519

支払利息 14,554 13,230

投資有価証券評価損益（△は益） 93,407 100,048

固定資産売却損益（△は益） － △16,007

売上債権の増減額（△は増加） 110,777 181,948

たな卸資産の増減額（△は増加） △117,924 △226,636

仕入債務の増減額（△は減少） 19,382 63,628

その他の資産の増減額（△は増加） 28,484 △51,318

その他の負債の増減額（△は減少） 18,923 9,424

小計 △43,426 △30,132

利息及び配当金の受取額 4,033 4,464

利息の支払額 △17,426 △15,866

法人税等の支払額 △2,919 △9,652

営業活動によるキャッシュ・フロー △59,738 △51,186

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △300

定期預金の払戻による収入 50,000 －

有形固定資産の取得による支出 △5,197 △2,887

有形固定資産の売却による収入 － 23,580

投資有価証券の取得による支出 △616 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 44,186 20,392

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 400,000

短期借入金の返済による支出 － △90,000

長期借入金の返済による支出 △121,182 △101,202

リース債務の返済による支出 － △271

配当金の支払額 － △46,401

財務活動によるキャッシュ・フロー △121,182 162,124

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,121 △8,551

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △141,855 122,779

現金及び現金同等物の期首残高 1,793,401 846,348

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,651,546

※
 969,127
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間(自 平成22年６月21日 至 平成22年９月20日)

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

項目
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年６月21日  至  平成22年９月20日)

会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成 

20年３月31日）を適用しております。

　これによる営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失への影

響はありません。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自  平成22年６月21日  至  平成22年９月20日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第１四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

項目
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年６月21日  至  平成22年９月20日)

１  棚卸資産の評価方法 　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を

省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法に

より算定する方法によっております。

２  固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年９月20日)

前連結会計年度末
(平成22年６月20日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 3,760,006千円

 
  ２　受取手形割引高　　　　　　　　　 86,200千円

 (うち輸出手形割引高 86,200千円)

 

※３　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ 

いては、手形交換日をもって決済処理しております。

　　　なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休

日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれており

ます。

受取手形 158千円

支払手形 35,176千円

 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額

　 3,719,120千円

 
  ２ 受取手形割引高　　　　　　　　　　42,750千円

(うち輸出手形割引高 42,750千円)

 

※３ 連結会計年度末日満期手形の会計処理については、

手形交換日をもって決済処理しております。

　　　なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日であった

ため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結会計年

度末残高に含まれております。

受取手形 175千円

支払手形 22,078千円

 

　
(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年６月21日
至  平成21年９月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年６月21日
至  平成22年９月20日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

販売諸掛 56,702千円

給与及び賞与 62,000千円

役員報酬 28,029千円

退職給付費用 4,701千円

減価償却費 9,333千円

旅費交通費 23,267千円

研究開発費 51,583千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

販売諸掛 82,138千円

給与及び賞与 77,653千円

役員報酬 28,029千円

退職給付費用 5,759千円

減価償却費 6,195千円

旅費交通費 26,880千円

研究開発費 50,793千円

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年６月21日
至  平成21年９月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年６月21日
至  平成22年９月20日)

※  現金及び現金同等物の当第１四半期連結累計期間末

残高と当第１四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

現金及び預金 2,091,546千円

預入期間が３か月超の定期預金 △440,000千円

現金及び現金同等物 1,651,546千円

※  現金及び現金同等物の当第１四半期連結累計期間末

残高と当第１四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

現金及び預金 1,410,127千円

預入期間が３か月超の定期預金 △441,000千円

現金及び現金同等物 969,127千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成22年９月20日)及び当第１四半期連結累計期間(自  平成22年６月21日

 至  平成22年９月20日)

１  発行済株式の種類及び総数

　

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 7,028,000

　

２  自己株式の種類及び株式数

　

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 399,242

　

３  新株予約権等の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年９月16日
定時株主総会

普通株式 46,401 7.00平成22年６月20日 平成22年９月17日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年６月21日 至 平成21年９月20日)及び当第１四半期連結累計

期間(自 平成22年６月21日 至 平成22年９月20日)

当社及び連結子会社の事業は、工作機械の製造・販売業の単一セグメントでありますので、事業の種類

別セグメント情報は記載しておりません。

　
【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年６月21日 至 平成21年９月20日)及び当第１四半期連結累計

期間(自 平成22年６月21日 至 平成22年９月20日)

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　
【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年６月21日 至 平成21年９月20日)

　 中国
アジア地域
(中国を除く)

その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 25,572 14,814 6,382 46,769

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 303,485

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

8.4 4.9 2.1 15.4

(注) １ 海外売上高は、提出会社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

２ 国または地域の区分方法及び各区分に属する主な国または地域

(1) 国または地域の区分は、地理的接近度によっております。

(2) 各区分に属する主な国または地域

中国 ……………………………… 中国

アジア地域(中国を除く) ……… 台湾、韓国、東南アジア地域、南アジア地域等

その他の地域 …………………… 米国、ヨーロッパ地域、アフリカ地域等

　
当第１四半期連結累計期間(自 平成22年６月21日 至 平成22年９月20日)

　 中国
アジア地域
(中国を除く)

その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 346,740 94,506 6,048 447,295

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 926,217

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

37.4 10.2 0.7 48.3

(注) １ 海外売上高は、提出会社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

２ 国または地域の区分方法及び各区分に属する主な国または地域

(1) 国または地域の区分は、地理的接近度によっております。

(2) 各区分に属する主な国または地域

中国 ……………………………… 中国

アジア地域(中国を除く) ……… 台湾、韓国、東南アジア地域、南アジア地域等

その他の地域 …………………… 米国、ヨーロッパ地域、アフリカ地域等
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【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自 平成22年６月21日 至 平成22年９月20日)

当社及び連結子会社の事業は、工作機械の製造・販売業の単一セグメントでありますので、事業の種類

別セグメント情報は記載しておりません。

(追加情報)

  当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年９月20日)

前連結会計年度末
(平成22年６月20日)

　 　

　 579.85円
　

　 　

　 601.21円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期
連結会計期間末
(平成22年９月20日)

前連結会計年度末
(平成22年６月20日)

純資産の部の合計額(百万円) 3,843,714 3,985,272

普通株式に係る純資産額(百万円) 3,843,714 3,985,272

普通株式の発行済株式数(株) 7,028,000 7,028,000

普通株式の自己株式数(株) 399,242 399,242

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 6,628,758 6,628,758

　
２  １株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年６月21日
至  平成21年９月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年６月21日
至  平成22年９月20日)

１株当たり四半期純損失 38.44円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 円
　

１株当たり四半期純損失 23.10円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

２  １株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年６月21日
至  平成21年９月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年６月21日
至  平成22年９月20日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 258,320 153,151

普通株式に係る四半期純損失(千円) 258,320 153,151

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 6,720,858 6,628,758

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年10月30日

株式会社和井田製作所

取締役会  御中

　

監査法人日本橋事務所

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    板橋　正志　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    小倉　　明　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社和井田製作所の平成21年６月21日から平成22年６月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成21年６月21日から平成21年９月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年６月21日から平成21

年９月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社和井田製作所及び連結子会社の平成

21年９月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年10月29日

株式会社和井田製作所

取締役会  御中

　

監査法人日本橋事務所

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    板橋　正志　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    小倉　　明　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社和井田製作所の平成22年６月21日から平成23年６月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成22年６月21日から平成22年９月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年６月21日から平成22

年９月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社和井田製作所及び連結子会社の平成

22年９月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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